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福
沢

　
健

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
古
代
の
歌
と
歴
史
叙
述
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
福
沢
健
提
出
の
論
文
『
古
代
の
歌
と
歴
史
叙
述
』
は
、『
日
本
書
紀
』
や
『
万
葉
集
』
巻
一
・

巻
二
を
取
り
上
げ
、
各
文
献
の
語
る
「
歴
史
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

編
者
の
「
意
図
」
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。「
歴
史
叙
述
」
と
は
、
あ
る
時
点
の
あ
る
視
点

を
持
っ
た
記
述
者
に
よ
る
「
想
起
」
に
よ
っ
て
、「
歴
史
」
を
記
述
す
る
行
為
で
あ
る
と
論
者

は
定
義
す
る
。
こ
れ
を
『
日
本
書
紀
』
や
『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
に
即
し
て
説
明
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
（
１
）
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
編
集
さ
れ
た
時
代
、 

　
　
す
な
わ
ち
、
七
世
紀
～
八
世
紀
は
じ
め
と
い
う
「
今
」
か
ら
「
想
起
」
さ
れ
た
「
歴
史
」

　
　
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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－ 3 － － 2 －

　
（
２
）
そ
の
「
歴
史
」
と
は
、「
今
」
の
価
値
観
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
「
歴
史
叙
述
」
に
よ
っ

　
　
て
、
は
じ
め
て
姿
を
現
す
。

　
（
３
）
こ
の
「
歴
史
」
と
は
、編
集
さ
れ
た
八
世
紀
は
じ
め
の
日
本
に
お
い
て
「
共
同
化
」「
構

　
　
造
化
」
が
行
わ
れ
、
「
今
」
の
権
力
の
正
当
性
を
保
証
し
て
い
る
。

　
『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
歴
史
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
「
叙

述
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
今
」
に
お
け
る
「
歴
史
」
の
「
共
同
化
」「
構
造
化
」
が
行
わ

れ
る
。
「
共
同
化
」
「
構
造
化
」
と
は
、「
古
代
国
家
」
の
起
源
を
語
る
「
歴
史
」
が
世
間
に
流

通
・
浸
透
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
言
う
。「
共
同
化
」「
構
造
化
」
に
よ
っ
て
、「
今
」
の
「
国

家
」
の
権
威
は
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
説
く
。

　
第
一
部
「
『
日
本
書
紀
』
歌
に
お
け
る
」
歴
史
叙
述
で
は
、
推
古
紀
一
〇
四
歌
と
孝
徳
紀

一
一
三
・
一
一
四
歌
、
及
び
斉
明
紀
一
一
八
歌
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。
従
来
、
こ
れ
ら
を

初
期
万
葉
以
前
と
位
置
づ
け
て
、
そ
の
表
現
に
初
期
万
葉
歌
に
つ
な
が
る
萌
芽
を
見
い
だ
そ

う
と
す
る
論
考
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、「
歴
史
叙
述
」
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
し
い
表
現
と
見
え
る
も
の
、
特
に
そ
の
抒
情
性
は
散
文
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
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－ 3 － － 2 －

生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
推
古
紀
の
歌
は
、
聖
徳
太
子
を
理
想
の
君

主
と
し
て
描
く
こ
と
を
意
図
し
、
孝
徳
紀
・
斉
明
紀
の
歌
は
、
天
智
天
皇
の
后
の
死
と
皇
子

の
死
へ
の
強
い
悲
し
み
を
表
出
す
る
こ
と
で
、
後
継
の
皇
子
・
皇
女
の
正
統
性
を
保
証
す
る

意
図
を
持
つ
と
結
論
付
け
る
。

　
第
二
部
「
『
万
葉
集
』
巻
二
に
お
け
る
歴
史
叙
述
」
で
は
、
大
津
皇
子
歌
群
と
有
間
皇
子
歌

群
を
取
り
上
げ
、
巻
二
の
語
る
「
歴
史
叙
述
」
の
意
図
を
考
察
す
る
。
こ
の
二
つ
の
歌
群
が

『
万
葉
集
』
巻
二
の
相
聞
部
・
挽
歌
部
に
置
か
れ
て
い
る
理
由
は
、
二
人
の
皇
子
の
反
乱
伝
承

を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
草
壁
皇
子
と

そ
の
皇
子
で
あ
る
文
武
天
皇
の
正
統
性
を
語
る
と
い
う
編
集
方
針
に
基
づ
く
も
の
と
論
ず
る
。

従
来
、
大
津
皇
子
歌
群
と
有
間
皇
子
歌
群
は
皇
子
の
鎮
魂
と
い
う
観
点
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た

が
、
『
万
葉
集
』
巻
二
相
聞
・
挽
歌
部
は
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
の
後
継
者
は
誰
か
と
い
う
「
歴

史
」
を
、
歌
の
配
列
に
よ
っ
て
語
っ
て
い
る
と
説
く
。

　
次
に
「
歴
史
叙
述
」
を
分
析
す
る
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
風
流
」
を
取
り
上

げ
た
の
が
第
三
部
か
ら
第
五
部
で
あ
る
。
王
及
び
そ
の
臣
民
は
、
国
家
と
い
う
劇
場
に
お
い
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－ 5 － － 4 －

て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
演
技
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
支
配
・
被
支
配
の
権
力
関
係
を
再
生
産

す
る
（
「
劇
場
国
家
」
と
い
う
概
念
は
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
に
拠
る
）。
本
論
文
が
中

心
的
に
扱
う
初
期
万
葉
の
時
代
（
七
世
紀
の
日
本
）
に
現
れ
た
「
古
代
国
家
」
に
お
い
て
も
、

こ
の
劇
場
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
る
。「
風
流
」
は
、
礼
的
秩
序
の
都
と
し
て
建

設
さ
れ
た
「
都
」
と
深
い
関
係
を
有
す
る
と
し
、「
劇
場
国
家
」
の
舞
台
「
都
」
に
お
け
る
「
演

技
」
の
規
範
が
「
風
流
」
で
あ
る
と
説
く
。『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
の
描
く
「
風
流
」
の
「
歴
史
」

を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劇
場
と
し
て
の
「
古
代
国
家
」
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か

を
論
じ
て
い
る
。

　
第
三
部
「
藤
原
京
の
「
風
流
」」
で
は
、礼
的
秩
序
の
「
都
」
で
あ
る
「
藤
原
京
」
の
建
設
と
「
風

流
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
藤
原
京
」
に
お
い
て
活
動
す
る
人
々
は
、
そ
の
空
間
に
ふ
さ

わ
し
い
演
技
の
た
め
の
規
範
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
規
範
と
し
て
の
「
風
流
」
に
つ
い
て
、「
礼
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
し
て
考
察
す
る
。「
風
流
」
に
は
、「
礼
」
を
守
る
こ
と
を
求
め
た
儒
教
的
「
風
流
」

と
、
「
好
色
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
た
道
教
的
な
「
風
流
」
と
が
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
藤
原

京
に
ふ
さ
わ
し
い
「
風
流
」
と
は
何
か
を
問
答
す
る
石
川
女
郎
・
大
伴
田
主
贈
報
歌
（『
万
葉
集
』
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－ 5 － － 4 －

巻
二
・
一
二
六
～
一
二
七
）
を
取
り
上
げ
、
藤
原
京
が
礼
的
秩
序
の
空
間
と
し
て
表
象
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
章
、
第
三
章
で
は
、
礼
的
な
空
間
で
あ
る
藤
原
京
が
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、「
香
具
山
」「
神
な
が
ら
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
考
察
す
る
。

　
第
四
部
「
行
幸
空
間
に
お
け
る
「
風
流
」」
は
、「
行
幸
」
の
空
間
に
お
け
る
「
風
流
」
の
「
歴
史
」

を
、「
好
色
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
考
察
す
る
。
斉
明
朝
に
特
徴
的
に
現
れ
る
「
温
泉
行
幸
」

に
注
目
し
、
中
皇
命
の
宇
智
野
遊
猟
歌
二
首
（
巻
一
・
三
～
四
）、
額
田
王
の
熟
田
津
歌
（
巻
一
・

八
）
、
中
皇
命
の
行
幸
歌
（
巻
一
・
一
〇
～
一
二
）
を
取
り
上
げ
、
斉
明
天
皇
の
行
幸
を
考
察
し
、

「
藤
原
京
」
建
設
以
前
の
「
行
幸
」
で
は
、「
礼
」
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
を
表
象

す
る
「
好
色
風
流
」
が
主
流
で
あ
っ
た
と
説
く
。
特
に
、
八
番
歌
に
つ
い
て
は
、
左
注
に
「
御

船
西
征
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
斉
明
七
年
（
六
七
一
）
の
百
済
出
兵
に
際
し
て
の
軍
船
進
発

の
宣
言
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
左
注
を
素
直
に
読
め
ば
、
八
番
歌
は
「
温

泉
行
幸
」
の
歌
で
あ
る
と
読
め
る
。
八
番
歌
は
行
幸
に
参
加
す
る
女
た
ち
を
代
表
し
て
男
た

ち
を
船
遊
び
に
誘
う
歌
で
あ
り
、
女
た
ち
の
恋
に
よ
っ
て
大
王
の
権
力
を
表
象
す
る
も
の
で

あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
一
〇
～
一
二
番
歌
に
お
い
て
も
、
幸
福
な
旅
の
中
で
遊
ぶ
恋
人
た
ち

12 福沢　健先生.indd   5 2020/03/24   18:27:30



－ 7 － － 6 －

の
姿
が
繰
り
返
し
う
た
わ
れ
て
い
る
と
説
く
。

　
第
五
部
「
平
城
京
の
「
風
流
」
で
は
、「
平
城
京
」
と
い
う
新
し
い
「
都
」
に
お
い
て
、「
風
流
」

が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
た
か
を
、「
礼
的
秩
序
」「
好
色
風
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

考
察
す
る
。
第
五
部
で
取
り
扱
う
対
象
は
、『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
か
ら
は
離
れ
る
が
、
巻
一
・

二
の
「
歴
史
」
が
到
達
す
る
べ
き
秩
序
の
世
界
の
表
象
と
し
て
の
「
平
城
京
」
の
姿
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
で
は
、
藤
原
京
以
前
の
行
幸
は
好
色
風
流
の
空
間
と
し
て
描
か

れ
る
の
に
対
し
て
、
藤
原
京
に
お
い
て
は
礼
的
秩
序
の
空
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
続
く
平
城
京
の
風
流
は
、
礼
的
秩
序
の
風
流
と
好
色
風
流
と
が
混
交
し
て
明
確
に
分
け
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
藤
原
京
に
引
き
続
い
て
、
礼
的
秩
序
の
空
間
と
し
て
表
象
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
論
文
は
歴
史
叙
述
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天

皇
・
孝
徳
天
皇
・
斉
明
天
皇
条
記
載
の
歌
、
及
び
『
万
葉
集
』
巻
一
・
巻
二
記
載
の
歌
と
題
詞
・
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左
注
の
内
容
や
歌
の
配
列
な
ど
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
福
沢
健
氏
の
申
請
論
文
『
古
代
の
歌
と
歴
史
叙
述
』
は
、
全
五
部
二
十
四
章
か
ら
成
る
。
福

沢
氏
は
歴
史
叙
述
と
は
、「
あ
る
時
点
の
あ
る
視
点
を
持
っ
た
記
述
者
に
よ
る
「
想
起
」
に
よ
っ

て
「
歴
史
」
を
記
述
す
る
行
為
で
あ
る
」
と
定
義
付
け
る
。
そ
し
て
古
代
文
学
作
品
は
、
歴
史

事
実
が
特
定
の
視
点
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
、
記
憶
の
「
共
同
化
」「
構
造
化
」
が
行
わ
れ
、
権

力
の
正
統
性
を
保
証
す
る
意
図
を
持
っ
て
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
る
。
本
論
文
は

そ
う
し
た
視
点
に
基
づ
い
て
「
歌
」
に
よ
る
歴
史
叙
述
の
方
法
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
「
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
歴
史
叙
述
」、
第
二
部
「『
万
葉
集
』
巻
二
に
お
け
る
歴

史
叙
述
」
は
、
歴
史
書
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』、
歌
集
で
あ
る
『
万
葉
集
』
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が

持
つ
歴
史
叙
述
と
し
て
の
意
義
に
つ
い
て
、
聖
徳
太
子
や
斉
明
天
皇
、
大
津
皇
子
や
有
間
皇

子
な
ど
の
人
物
描
写
の
方
法
と
絡
め
る
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
部
～
第
五
部
で
は
、「
風
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流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
古
代
国
家
が
ど
の
よ
う
に
歌
表
現
の
中
で
歴
史
化
さ
れ
て
い

る
か
を
考
察
し
て
い
る
。
天
皇
の
居
住
空
間
と
し
て
、
藤
原
京
と
平
城
京
、
そ
し
て
天
皇
の

行
幸
空
間
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
漢
籍
等
の
知
を
規
範
と
す
る
、
若
し
く
は
基
盤
と
す
る

歌
い
手
に
よ
っ
て
い
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
、『
万
葉
集
』
巻
一
・
巻
二
の
歌
を
中
心
に

論
じ
、
好
色
を
求
め
る
「
風
流
」
と
、
礼
的
秩
序
を
求
め
る
「
風
流
」
と
が
各
天
皇
代
の
歌

の
中
に
見
出
せ
る
と
す
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
歴
史
叙
述
の
中
に
歌
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
は
歌

を
中
心
と
し
て
そ
の
詠
み
手
や
作
歌
事
情
に
つ
い
て
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
歌
は
歴
史
叙
述
の
中
で
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
記
載

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
従
来
は
登
場
人
物
の
心
情
描
写
に
寄
与

す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
叙
事
の
中
に
抒
情
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、

登
場
人
物
の
内
面
が
描
か
れ
る
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
一
方
で
、
歴
史
の
中
に
歌
を
位
置

付
け
る
の
は
、
歌
の
歴
史
化
で
あ
り
、
ま
た
歴
史
記
述
を
実
際
に
歌
わ
れ
た
歌
と
併
せ
記
す

こ
と
で
、
そ
の
出
来
事
に
現
実
味
を
持
た
せ
る
効
果
を
持
つ
と
の
指
摘
等
も
な
さ
れ
て
き
た
。
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し
か
し
編
纂
者
が
為
政
者
の
側
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
歌
の
記
載
が
求
め
ら
れ
た
と

い
う
見
解
は
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
説
か
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
福
沢
論

文
は
、
歌
表
現
の
分
析
と
、
散
文
部
分
の
記
事
の
分
析
を
通
し
て
、
積
極
的
に
歌
を
王
権
の

正
当
性
や
皇
統
の
正
当
性
を
保
証
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
る
と
説
き
、
個
の
抒
情
の
表
出
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
歌
を
、
編
纂
者
が
意
図
を
も
っ
て
歴
史
叙
述
の
中
に
位
置
付
け
た
も

の
と
し
て
捉
え
る
。
一
方
の
『
万
葉
集
』
の
方
は
、
あ
く
ま
で
も
巻
一
・
巻
二
に
限
定
的
な

考
察
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
を
考
察
し
、
歌
と
題
詞
と
の
関

わ
り
や
、
歌
の
配
列
を
検
討
し
、
そ
こ
に
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
読
み
解
く
も

の
で
あ
る
。
散
文
を
中
心
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
と
は
異
な
り
、
歌
を
中
心
と
し
て
歴
史
認

識
を
示
そ
う
と
す
る
歌
集
と
し
て
捉
え
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
も
歌
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
の

意
義
を
、
従
来
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
捉
え
た
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
条
に
見
え
る
、
天
智
天
皇
皇
子
で
あ
る
建
皇
子
へ
の
挽

歌
は
、
幼
い
孫
を
失
っ
た
祖
母
斉
明
天
皇
の
歎
き
悲
し
み
が
表
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
『
日
本
書
紀
』
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
意
義
は
、
建
皇
子
を
皇
位
継
承
の
資
格
を
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持
つ
存
在
と
し
て
認
め
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
持
統
天
皇
や
草
壁
皇
子
、
そ
し
て
文
武
天
皇

の
即
位
の
正
当
性
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
の
大
津
皇
子
関
連

歌
群
に
つ
い
て
は
、
後
に
謀
反
人
と
し
て
処
刑
さ
れ
る
大
津
皇
子
を
、
皇
位
を
継
ぐ
に
は
不

適
格
な
人
物
と
し
て
位
置
付
け
、
逆
に
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
の
皇
子
草
壁
を
、
即
位
に
相

応
し
い
人
物
と
し
て
描
こ
う
と
の
意
図
を
持
つ
と
結
論
付
け
る
。

　
そ
の
他
、
天
皇
行
幸
歌
を
、「
風
流
」
の
視
点
か
ら
王
権
讃
美
に
繋
げ
て
考
え
る
な
ど
、
随

所
に
論
者
独
自
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
興
味
深
い
論
と
な
っ
て
い
る
。
氏

の
論
証
は
、
結
論
を
見
れ
ば
か
な
り
大
胆
な
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
論
証
方
法
は
、
語
句
の

解
釈
や
用
例
分
析
を
基
本
と
す
る
も
の
で
、
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
に
よ
る
。
従
っ

て
、
大
き
く
破
綻
す
る
こ
と
が
無
い
。

　
し
か
し
、
独
自
の
論
を
展
開
す
る
故
に
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら

の
結
論
は
、
編
纂
者
の
理
念
に
よ
っ
て
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大
き
な
前
提
か
ら
導

き
出
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
り
、
角
度
を
変
え
て
み
た
場
合
、
若
し
く
は
異
な
る
前
提
を
立
て

て
見
た
場
合
に
、
結
論
自
体
も
異
な
る
も
の
と
な
る
と
い
う
危
う
さ
を
も
含
ん
で
い
る
。
草
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壁
皇
子
の
皇
位
継
承
の
正
統
性
（
実
際
に
は
即
位
し
て
い
な
い
が
）
を
、
大
津
皇
子
と
の
対

比
に
お
い
て
表
現
し
て
い
る
と
い
う
見
方
に
つ
い
て
は
、
逆
に
大
津
皇
子
を
主
役
と
し
て
位

置
付
け
、
草
壁
皇
子
を
貶
め
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、

研
究
史
的
に
は
そ
う
し
た
見
方
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。
建
皇
子
挽
歌
等
に
見
ら
れ
る
抒
情
性

は
、
歴
史
を
叙
述
す
る
中
で
効
果
的
な
方
法
と
し
て
選
び
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、

何
故
抒
情
性
を
持
つ
歌
が
効
果
的
で
あ
る
の
か
、
今
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
点
が
あ
る
し
、

ま
た
そ
れ
ら
の
歌
に
含
ま
れ
る
抒
情
性
は
、
本
来
の
詠
み
手
の
心
情
と
し
て
受
け
取
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
筈
だ
が
、
そ
の
作
歌
動
機
を
編
者
の
側
が
歴
史
叙
述
に
有
効
と
見
て
利
用
し

た
と
す
る
の
か
、
若
し
く
は
編
者
自
身
が
生
み
出
し
た
抒
情
性
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
不

明
確
な
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。
舒
明
・
斉
明
朝
と
持
統
朝
の
風
流
を
、「
好
色
風
流
」
と
「
礼

的
秩
序
の
風
流
」
と
し
て
捉
え
、
巻
一
に
見
る
舒
明
・
斉
明
朝
の
温
泉
行
幸
歌
は
、
女
性
の

恋
を
歌
う
こ
と
で
大
王
の
権
力
を
象
徴
す
る
と
い
う
見
方
も
や
や
極
論
の
よ
う
に
思
え
る
。

　
本
論
文
で
は
そ
も
そ
も
歌
が
歌
わ
れ
た
時
点
で
の
意
味
を
問
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
歌

が
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
に
取
り
込
ま
れ
た
段
階
の
、
編
纂
時
の
意
図
を
問
題
と
し
て
お
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り
、
編
纂
者
が
散
文
部
分
（『
万
葉
集
』
の
場
合
は
題
詞
や
左
注
）
と
歌
と
を
ど
の
よ
う
に
関

連
付
け
、
何
を
主
張
し
て
そ
れ
を
歴
史
叙
述
と
し
て
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
か
を
問
う
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
編
纂
の
時
期
や
過
程
、
編
纂
方
法
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ

る
の
で
、
本
論
文
が
主
と
し
て
対
象
と
し
た
部
分
、『
日
本
書
紀
』
で
あ
れ
ば
推
古
紀
・
孝
徳

紀
・
斉
明
紀
、
『
万
葉
集
』
で
は
巻
一
・
巻
二
の
編
纂
過
程
や
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
察

が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
あ
た
り
が
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
点
も
、
問
題

を
残
す
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
論
じ
足
り
な
い
部
分
も
あ
り
、
ま
た
全
体
に
独
自
性
を
持

つ
が
故
に
結
論
に
や
や
飛
躍
が
見
ら
れ
る
部
分
を
含
み
持
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
従

来
の
研
究
を
越
え
よ
う
と
す
る
強
い
意
欲
の
現
れ
で
も
あ
ろ
う
。
本
論
文
は
、「
歌
と
歴
史
叙

述
」
と
い
う
一
貫
し
た
問
題
意
識
の
も
と
に
、
綿
密
な
調
査
に
基
づ
い
て
統
一
性
を
も
っ
て

論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
及
び
『
万
葉
集
』
の
新
た
な
研
究
の
可
能
性
を
拓

く
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
福
沢
健
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位

を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
。
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令
和
元
年
十
二
月
六
日

主
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
谷

　
口

　
雅

　
博

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
野

　
中

　
哲

　
照

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
大

　
石

　
泰

　
夫

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
土

　
佐

　
秀

　
里

　
㊞
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福
沢

　
健

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
四
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
文
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
元
年
十
二
月
六
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者主

　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
谷
　
口
　
雅
　
博
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
野
　
中
　
哲
　
照
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
大
　
石
　
泰
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
土
　
佐
　
秀
　
里
　
㊞
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